
　ここに掲載する情報は、各研究・教育機関や施設が公開している情報
を基に掲載していますので、当社の責任で開催を保証するものではあり
ません。日時、内容に変更がある可能性がありますので、詳しくは各問
合先へご確認ください。
　有料・要申込の場合の料金や申込方法など詳細はWeb版に掲載
しております。ぜひご覧ください。

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

1
JAN 1月18日 （日） れきはく講座「烽火（のろし）について」

講　師　古川　一明（東北歴史博物館学芸職員）
東北歴史博物館　3 階講堂

13:30 

▲

 15:00

T el   022-368-0106 東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

1月23日 （金） 市民公開講座 NO.308 悪者の強風を味方にする、
減風発電システムの紹介と風力利用技術の未来
講　師　野沢　壽一（東北工業大学工学部環境エネルギー学科助教）

東北工業大学一番町ロビー　4 階ホール 60 名

18:00 

▲

 19:30

T el   022-723-0538 東北工業大学
http://www.tohtec.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月23日(金)～3月22日(日)ミニ企画展
「縄文人と動物のかかわり」

仙台市縄文の森広場

9:00 

▲

 16:45

T el   022-307-5665 仙台市縄文の森広場
http://www.city.sendai.jp/kyouiku/jyoumon/

場　所

主催者

URL

問合先

1月24日 （土） ～3月12日 （木） 冬の特別展　東日本大震災復興記念特別展　
みちのくの観音さま―人に寄り添うみほとけ―

東北歴史博物館

9:30 

▲

 17:00

T el   022-368-0106 東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

1月24日 （土） サラリーマン介護講座「認知症を正しく
理解し、サポート・関わり方を学ぶ」
講　師　佐野　ゆり（特定非営利活動法人スマイル劇団代表）

仙台市シルバーセンター　6 階　第 2 研修室 30 名

13:30 

▲

 15:30

T el   022-215-3711 （公財 ) 仙台市健康福祉事業団
http://www.senkenhuku.com/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月25日 （日） れきはく講座「縄文人の不思議な道具」

講　師　須田　良平（東北歴史博物館学芸職員）
東北歴史博物館　3 階講堂

13:30 

▲

 15:00

T el   022-368-0106 東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

1月25日(日)第 2 回縄文講座「縄文時代の食べもの
―鳥とクリを中心に―」
講　師　新美　倫子（名古屋大学博物館准教授）

仙台市縄文の森広場 100 名

13:30 

▲

 15:00

T el   022-307-5665 仙台市縄文の森広場
http://www.city.sendai.jp/kyouiku/jyoumon/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月27日 （火） テーマ別介護講座「元気に！　おいしく！　むせ
が多い方や、飲み込みの悪い方の予防と食事介助」
講　師　根岸　久美子（仙台オープン病院　摂食・嚥下障害看護認定看護師）

仙台市シルバーセンター　6 階　第 2 研修室 40 名

10:00 

▲

 12:00

T el   022-215-3711 （公財 ) 仙台市健康福祉事業団
http://www.senkenhuku.com/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2015.1

〈行ってみよう！「学び」の場所へ〉

学術の世界と市民をつなぐ情報誌「まなびのめ」第27号／発行日2015年1月5日
企画・編集　笹氣出版印刷株式会社「まなびのめ」編集部／発行　笹氣出版印刷株式会社

応募先 / 
問い合わせ先

〒984-0011　仙台市若林区六丁の目西町8番45号
笹氣出版印刷株式会社内「まなびのめ」編集部

TEL 022-288-5555
FAX 022-288-5551

manabinome@sasappa.co.jp
（FAXは24時間受付　電話受付時間10：00～16：00 土・日・祝日除く）

￥0FREE ご自由に

季　刊　誌

27第 　　　号

「気」になる「氣」・・・当社は言葉を組版する職業として、漢字の本来の成り立ちである「本字」を大切に
したいという思いがあり、社名に使われる本字の「氣」を使用することでその思いを表しています。

Web版は随時更新中！

http://www.manabinome.com/
まなびのめ│ 検索

発行／

川又進　佐藤曜　齋藤麻実　三上志穂「まなびのめ」編集部

この印刷物はグリーン基準に適合した印刷資材を使用して、グリーンプリンティング認定工場が印刷
した環境配慮商品です。用紙は責任をもって管理された森林から作られたFSC®認証紙を使用し、
インキは環境にやさしい植物油インキを使用しています。

第28回 名著への旅
『新編 銀河鉄道の夜』
  宮沢賢治 著
  新潮文庫
  　

（1989年6月19日　初版発行）

　「銀河鉄道の夜」は、言わずと知れた宮沢賢治の代表作である。
しかし、実は作者生前未発表の作品であり、完成ではない。に
もかかわらず、名作として謳われているのは、最も賢治らしさが
出ている作品だからではないだろうか。
　その世界観や美しい文章も魅力だが、中でも独創的な表現が
目を惹いた。例えば擬音など一読しただけでは理解しがたいが、
何度か読み返しているうちに、自分なりに想像すれば良いのだと
いうことに氣付いた。想像する楽しみを、改めて知った思いである。
　次の台詞などは初見で記憶に残り、不思議と氣に入ったフレー
ズである。
　「それから彗星が、ギーギーフーギーギーフーて云って来たねえ。」
　宮沢賢治は詩人だが、同時に、教師、農業者、科学・天文学者、
宗教家でもあった。「銀河鉄道の夜」には、そんな彼の思想や生
き方・知識の片鱗が、至る所に散りばめられているのを感じる
だろう。　
　賢治作品は教科書で触れた人も多いかとは思うが、子どもの
頃に見えなかった発見が多々ある「大人になってから楽しめる一
冊」ではないだろうか。                                                 （齋）

2015年4月5日発行予定

次 号
テーマ   ：おじゃまします

学びの庭に

図書カード懸賞付
クイズあります

おじゃまします
学びの庭に

国連防災世界会議に市民の熱意と参加を
東北大学災害科学国際研究所　教授・所長
（津波工学・災害科学）

今村　文彦  先生
被災地の方々に学んだ防災の課題

尚絅学院大学　総合人間科学部  教授
（社会心理学）

水田　惠三 先生

これからの主な「学び」イベント31件掲載！
「学び」イベントに行ってきました

名著への旅　『新編 銀河鉄道の夜』 （宮沢賢治）
Voice Park

お持ち帰りください。

「土壌」「土壌」

シリーズ「東日本大震災」【4】  ─防災─シリーズ「東日本大震災」【4】  ─防災─

  オブザーバー：笹氣義幸　只野俊裕　寺田征也(明星大学)／協力：株式会社市瀬　有限会社阿部正志製本

 ⓒ笹氣出版印刷株式会社　無断で複写、複製、転載することを禁じます。

「学び」イベント情報 募集中!!

掲載料は無料です。

研究者の皆様が市民へ向けて行なっている公開講座や
シンポジウム等の情報提供をお待ちしております！
研究者の皆様が市民へ向けて行なっている公開講座や
シンポジウム等の情報提供をお待ちしております！

東北大学サイエンスカフェ　第 114 回：
単語をとおしてみる言葉の世界
講　師　長野　明子（東北大学大学院情報科学研究科准教授）

せんだいメディアテーク　1 階オープンスクエア

18:00 

▲

 19:45

T el   022-217-5132 東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

3月27日 （金） 

定期
開催 トワイライトサロン 

「天文台長土佐誠の宇宙が身近になる話」
講　師　土佐　誠（仙台市天文台長）他

仙台市天文台　オープンスペース

17:00 

▲

 17:45

T el   022-391-1300 仙台市天文台
http://www.sendai-astro.jp/（※1/31は17:30 

▲

 18:15）

場　所

主催者

URL

問合先

毎週土曜日

3月15日 （日） れきはく講座「古民家のみかた　
―県内の古民家を例に―」
講　師　西松　秀記（東北歴史博物館学芸職員）

東北歴史博物館　3 階講堂

13:30 

▲

 15:00

T el   022-368-0106 東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

3
MAR

第３回国連防災世界会議パブリック・フォーラムに参加しよう！
　世界の防災戦略を議論する「第 3 回国連防災世界会議」が、平成 27 年
3 月 14 日（土）～18 日（水）、仙台で開催されます。
　会議開催期間中には、東北大学川内萩ホールや市民会館、せんだいメディ
アテークなどをはじめとする市内の複数会場で、防災や復興に関するシン
ポジウムや展示会などのパブリック・フォーラム（一般公開）が多数開催
されます。私たちの震災の経験や教訓、防災、減災、復興に向けた取り組
みを発信し、共有する貴重な機会となりますので、ぜひ、ご参加ください。
　詳細なプログラムは 2 月上旬に Web 等でお知らせします。

 国連防災世界会議　仙台　　 で検索！

第 26 号　 芸術に学ぶ

読者の声
読者と編集部の
キャッチボール

　地元の情報がたくさん知ることができるのは嬉しいです！　子供がもう
少し大きくなったら一緒に読みたいです！

（仙台市泉区・33 歳　女性）
編：地元の情報をたくさんお知らせできると嬉しいです！　親子での「学
び」、素晴らしいですね。
　
　前回（25 号）は多忙のため不参加でしたが、今回は興味のある企画が
満載です。とくに亘理町出身の私としては 11 月 14 日の『亘理伊達家の
北海道開拓』など開催が待ちどうしいです。今後とも宜しく……。

（塩竈市・67 歳　男性）
編：イベントが氣にいっていただけて嬉しく思います。自分の郷土に関す
ることは何でも知りたい氣持ちになりますよね。北海道伊達市の由来と
なった亘理伊達家。私も知りたいところなので、是非〈「学び」イベント
に行ってきました〉にご投稿ください。
　
　自分も音痴だと思っているひとりです。市民センターの講座として開催
していただけるのなら、私もぜひ参加して音痴を克服したいと思いました。
 （仙台市青葉区・55 歳　女性）
編：いずれにしても小畑先生の話には勇氣づけられますね。「発達途中」
ということは、それだけ「伸びしろ」があるということ。こう考えるとチャ
レンジするのも自ずと楽しくなってきます。
　
　県北の情報も載せてほしい。 （大崎市・36 歳　男性）
編：もっと仙台市以外の地域の情報を掲載できるよう情報収集に努めます。
Web 版では、紙版を発行した後に入ってきた情報も随時掲載しておりま
す。ぜひご確認ください。
　
　知的な楽しい興味がギュっと凝縮された内容、読みごたえのある情報誌
だと思います。誌面のデザインも粋でおしゃれだなあと…目立っています
ね。これからも充実した誌面を期待しています。インタビューの他、「名
著への旅」コーナーもお氣に入りです。

（仙台市宮城野区・52 歳　女性）
編：編集部魂を燃え立たせてくれるお言葉、ありがとうございます。なか
なか他の情報誌では得られない充実感を実感いただけるものと確信してい
ます。「名著への旅」も良質なコンテンツをお届けすべく努めて参ります
ので、どうぞご期待ください。

これからの主な

「学び」イベント このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

その他のお便りと編集部からのコメントは Web 版でご覧いただけます。



おじゃまします
学びの庭に

シリーズ「東日本大震災」の 4 回目は「防災」。今年 3 月 14〜18 日、仙台市で国連防災世界会議が開催されます。
学術の世界から開催・企画に関わる東北大学災害科学国際研究所所長の今村文彦先生にお話を伺いました。
世界会議も契機にして、大震災の教訓を今後の防災に活かすために、
私たち市民にできることをあらためて考えてみましょう。

国連防災世界会議に市民の熱意
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

【応募締切】2015年2月28日　当日消印有効

懸賞懸賞
クイズ

Q.1　国連防災世界会議の関連企画で市民も参加できる催しの総称は？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。水田惠三先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。水田惠三先生の記事もご覧ください。

懸賞懸賞

 津波被害の大きさに言葉を失う
　東日本大震災が起きた 2011 年の 3月 11 日は東京にいま
した。前日に気象庁主催のシンポジウムがあり、災害時の避難
体制の課題について話し合っていたのです。当日の午前は津波
警報のあり方を巡る委員会に出席し、夕方からも国主催の会議
（評価委員会）が行われる予定でした。
　地震の発生時は東京でのあまりの揺れの大きさに、「東海地
震か？」と思いました。しかしインターネットを見ると、震源
地は宮城県沖です。これは大変なことになると思いました。早
速、WEBで海面の水位をチェックすると大きく低下していて、
津波の発生は間違いありません。仙台に電話をかけましたが、
自宅にも大学にもつながりませんでした。
　急いで内閣府の防災担当部署に向かいました。災害対策本部
が機能し始める前です。テレビやインターネットを見ながら担
当官と対応について話していたところ、午後 4時過ぎ、NHK
が仙台平野に襲来した津波の様子を放送し始めました。信じら
れませんでした。
　自分がするべきことを考え、津波に関する正しい情報を伝え
ようとNHKに向かいましたが大渋滞で動きません。すると携
帯にテレビ朝日から出演依頼の電話が入りました。本社のある
六本木は霞ヶ関の近くです。急いで臨時の放送（報道ステーショ
ンなど）に臨み、夜 9時からは政府の調査委員会に出席しま
した。
　仙台に戻ることができたのは翌日です。大学の建物が一部損
傷しましたが、幸運にも家族、研究室メンバーや身近な関係者
に大きな被害はありませんでした。津波に襲われた地域にはま
だ入れず、次の日にテレビ局のヘリコプターから沿岸の様子を
見ることになりました。被害の深刻さは想像をはるかに超えて
いました。私は 2004 年に発生したスマトラ島沖地震による、
インド洋津波の現場も上空から見ていますが、陸前高田市など
何度も足を運んで地形や建物を熟知している町の変わり果てた
姿を見て、放送中にもかかわらず、まさに言葉を失いました。
　宮城県沖地震の発生と危険が予測され、対策が進められてい
たこともあって、東日本大震災では揺れによる被害は最低限に
とどめることができたと言えるでしょう。しかし私の専門であ
る津波については、浸水域の大きさ、人的物的被害、その後の
復旧・復興など、あらゆる面で課題を残したと言わざるを得ま
せん。

 学校でさらなる防災教育を
　私が津波工学の研究を志したのは、1983年の日本海中部地
震がきっかけでした。100名を超える方が亡くなりましたが、
遠足中の児童など、そのほとんどが津波による被災です。当時、
東北大学工学部の土木工学科で水工学を学んでいた私は、現場
調査に同行し大きなショックを受けました。
　1989年には地震の震源と規模から、津波の到達時間や高さ
を計算するシステムを開発しました。長年の研究とコンピュー
タ技術の発達で、かつては 30分かかっていた計算が今では最
短で 1分台になっています。地震の発生直後、テレビなどで
津波に関する情報が出るのはその成果です。
　また予想される各地の津波被害の様子を、コンピュータ・グ
ラフィックス・アニメーションで見ていただくこともできるよ
うになりました。宮城県沖地震の発生が予測されていたことも
あり、私自身も方々に出向いて、自治体や住民の方が防災・避
難計画を立てるお手伝いをしたり、子どもたちへの防災教育
に力を入れたりしてきたつもりです。しかし東日本大震災の被
害を思えば十分とは言えず、今でも申し訳ない氣持ちでいっぱ
いになります。初めて津波の被災地に入ることができたのは 3
月 14日で、仙台市の蒲生と荒浜です。あまりの惨状に足がす
くみました。
　もちろん私たちの啓発活動は、決して無駄ではありませんで
した。仙台市若林区では、盛り土で造られた仙台東部道路に避
難した多くの方が、難を逃れています。実は 2010年の 10月、
地域住民、警察、自衛隊の方々などおよそ 300 人が参加した
若林区の講演会で、貞

じょう
観
がん
津波の堆積物や一帯が東部道路を残

して浸水するシミュレーション映像を見ていただいたばかりで
した。
　それ以前から仙台市や高速道路を管理する会社に、869 年
に発生した貞観地震の津波による堆積物を示して、東部道路の
内側にも津波の跡があることを話し、避難先として検討しても
らっていました。地域の方からも「このあたりで高台は東部道
路だけ」「管理のために草刈りをしたから分かるが、急斜面だ
が何とか登れる」と聞いていたため、「避難先として整備はさ
れていませんが、緊急時には東部道路へ」とお話ししていたの
です。震災後は避難先として認められ、階段などが造られたこ
とは、皆さんもご存じかと思います。
　今後さらに力を入れていきたいのは、子どもたちへの防災教

育です。震災では、学校の管理下で多くの子どもたちが命を落
としました。一方で海に近い小中学校の生徒たちが、地震発生
の直後に避難を開始して助かった「釜石の奇跡」のような事例
もあります。災害時に適切な判断と行動ができるよう、子ども
たちに学んでもらう必要性が改めて明らかになったのです。知
識だけでなく、話し合ったり地域を歩いたりして実践的に学ぶ
ための副読本も作成しました。今後も自治体や教育現場との連
携を深めながら、さらなる充実を図りたいと思っています。
　もちろん大人にも、さらに知識を得て、判断と行動に役立て
ていただく必要があります。たとえば東日本大震災の津波では、
水の流れの速さが1秒あたり5 mから 10 mにも及びました。
津波は高さや浸水域の広さに注意が向くことが多かったのです
が、今後は津波のエネルギーの巨大さを、水のスピードからも
正確に理解していただきたいと思っています。

 災害科学国際研究所と国連防災世界会議
　東北大学では 2007年、理系・文系を横断する 20分野の研
究者が集まって「防災科学研究拠点グループ」を組織していま
した。自治体、企業、市民と連携して、研究成果を地域に活か
す「実践的防災学」の構築が目標です。「災害科学国際研究所」
は 2012 年、これを発展させる形で発足しました。東日本大
震災について、地震・津波の発生メカニズムの追究、被害の実
態解明、震災記録の収集などに取り組んでいます。
　2014 年度からは私が所長を務めさせていただくことにな
り、青葉山新キャンパスに研究棟が完成しました。この新棟は
研究・教育機能に加え、関連資料の保管や発信の機能も充実し
ています。災害について市民の皆さんに詳しく学んでいただけ
る最新の映像設備や、過去の大地震の揺れを再現できる機器も
導入しました。また災害が発生した際の情報収集、避難所の運
営、物資の運搬などについて、いろいろな立場で模擬体験でき
る仕組みなどもあ
ります。準備が整
いしだい一般公開
を始め、将来は修
学旅行生らも受け
入れる予定です。
　2015 年 3 月
には、仙台で第 3
回国連防災世界会

議が開催されます。私たちは会議の誘致活動や議論すべきテー
マの設定などについて、仙台市に助言と協力を行ってきました。
　国連事務総長の出席が予定されていることからも分かるとお
り、この会議は国連において重要な位置づけがなされています。
世界に向けて、被災地から被害の実態を発信する貴重な機会で
あることは言うまでもありません。その一方で、世界中からやっ
て来る防災担当の責任者から、各国の災害事例や防災の取り組
みなど、世界の先進的な知見を学ぶ機会にもなるはずです。
　またこの会議を機に、防災関連事業への企業の参画が進むこ
とも期待されています。政府、自治体には年度ごとの予算とい
う制約があるため、今後は日本でも、経済的に自立可能な防災
事業の展開が積極的に検討されるべきです。そして仙台・宮城・
東北を、被災地であるだけにとどまらない、魅力的な観光地や
訪問先として世界に知ってもらうチャンスでもあります。第 2
回会議の開催地だった神戸市は、国際的な防災研究のメッカと
して知られるようになりました。
　今度の会議は「パブリックフォーラム」と呼ばれる、市民に
開かれたシンポジウムやセミナーが数多く開催される点が大き
な特徴です。『まなびのめ』の読者の皆さんにもぜひご参加い
ただき、被災地の市民の熱意を示すことで、仙台の国際都市へ
の成長に参画していただければと願っています。
（取材＝2014年11月18日／東北大学青葉山新キャンパス・災害科学国際研究所棟3階・津波工学研究室にて）

と参加を

東北大学災害科学国際研究所　教授・所長
専門＝津波工学　災害科学

今村　文彦 先生
《プロフィール》（いまむら・ふみひこ）1961 年山梨県生まれ。東北大学工学部卒業。
東北大学大学院 工学研究科 博士課程修了。工学博士。東北大学工学部助教授、同大学
院工学研究科助教授などを経て、2000 年より教授。2012 年、災害科学国際研究所設
置と同時に同研究所所属となり、2014 年より所長。災害科学国際研究所 1階の地震体験装置



録』をまとめました。尚絅学院大学の「総合人間科学研究所」
のホームページからも、ダウンロードしてお読みいただけます。
　私たちは東日本大震災の経験を、どう防災に活かすべきで
しょうか。まず、体験を語り継いでいく必要があります。今回
は電話がつながらず、災害伝言ダイヤルも十分には機能しませ
んでした。電話による安否確認ができれば、海に近い自宅に戻っ
ての被災はかなり防げたはずです。また防災無線より、近所同
士の声の掛け合いの方が実際の避難を促しました。そして指定
避難所も被災したという事実も、決して忘れてはなりません。
　避難所では東北の人の我慢強さが目立ち、メディアでも賞賛
されました。しかし避難所や仮設住宅で亡くなった方の多さを
考えると、私はそれを素晴らしいことと思う一方、矛盾も感じ
ます。阪神淡路大震災の時の避難所では、被災者が要望を声に
出すことで、環境の改善につなげていました。我慢することは
東北人の美徳でもあり短所でもあるように感じています。
　また、都市部では被害が小さく復旧が早かったことから「東
日本大震災は都市型の災害ではなかった」と思っている人が多
いのではないかと案じています。実際には都市部でもそれ以外
でも「地域の結びつきが強いほど被害が小さい」という点に違
いはありません。次の災害に備えて具体的な目標を定め、行政
と住民が共にまちづくりに向けて向かい合うことに努めるべき
です。自治体と市民が、対話の機会をさらに増やすよう望みます。
　避難所の運営については大きな反省を残しました。震災前の
準備不足を認め、運営マニュアルを作る過程での話し合いを重
視するべきです。マニュアルが完成した後も地域で訓練を重ね、
改善を続けなければなりません。
　被災者の心の問題については、残念ながら特効薬はありませ
ん。快適な住環境の確保や心の通う会話など、日常生活の中で
心の復興を図ることが大切です。私も「震災後の生活復興感」
などのテーマに、引き続き取り組んでいきたいと思っています。
（取材＝2014年 11月 21日／尚絅学院大学本館2階・応接室にて）

おじゃまします
学びの庭に

シリーズ「東日本大震災」─防災─のお二人目は、
阪神淡路大震災以降、数々の被災地で聞き取り調査を続けてこられた尚絅学院大学・水田惠三先生。
調査の中から見えてきたこと、先生が感じたことなどを伺いました。

被災地の方々に学んだ防災の
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

懸賞懸賞
クイズ

Q.2　都市部でもそれ以外でも、被害が小さかったところの特徴は？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。今村文彦先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。今村文彦先生の記事もご覧ください。

懸賞懸賞

【応募締切】2015年2月28日　当日消印有効

 社会心理学者として震災の現場へ
　大学院で心理学を学んだ後、山形少年鑑別所に 6年間勤務
しました。ここで言う「少年」は 14歳以上 20歳未満で、男
女両方が含まれます。家庭裁判所が非行のあった少年に審判を
下す前に、調査・診断を行う施設が少年鑑別所です。私の仕事
は心理検査やインタビューで、様々な専門家が協力し、非行の
原因や今後の立ち直りについて「考査結果通知書」を作成しま
す。これが家庭裁判所での審判や、少年院での指導に活用され
るわけです。
　少年の非行には、本人の心理的な問題だけでなく、家庭環境
や社会環境の問題が大きく関わっています。私の専門である社
会心理学は、「社会や集団の心理」の研究というよりも、社会
や集団が個人の心理に与える影響について、主に考える学問で
す。少年鑑別所には大学院の先輩の紹介で勤務しましたが、そ
の経験からは多くのことを学びました。
　1989年、当時の尚絅女学院短期大学が、仙台市内から現在
の名取市ゆりが丘に移転します。同時に人間関係科を設置する
ことになり、私が社会心理学を担当することになりました。以
後、援助行動、集団行動、災害後の行動などを主なテーマに、
研究を続けています。
　社会心理学で言う「援助行動」とは、人が自発的に他の人を

助ける行為のことです。人が援助行動に踏み切る動機は思いや
り、あわれみなど様々ですが、道に倒れている人を見ても、誰
もが救助しようとするわけではありません。そこで人命救助の
功績で新聞に載った人を訪ね、当時の状況や動機を聞き取るな
どして調査・研究を行いました。実際に救助の現場で本人にお
聞きすると、「周囲に他にも人がいたのに、誰も助けようしな
かったので」といった話も出てくるのです。
　1995年、阪神淡路大震災が発生します。被災者の心理はほ
とんど研究されておらず、PTSD（心的外傷後ストレス障害）
という言葉も一般にはほとんど知られていなかった時です。 
「とにかく現場に行こう」と考え、約 3週間後に現地に入りま
した。飛行機で大阪へ行き、JR とバスを乗り継いで神戸の避
難所にたどり着くと、まだ大混乱の状態です。調査はためらわ
れましたが、思い切って避難所のリーダーの方に申し出たとこ
ろ、ほとんどの方が快く応じてくださいました。
　避難所の管理運営は大変です。しかし市役所の職員らが業務
として行っていたわけではなく、学校長や地域の住民などが、
使命感から担っていたことにまず驚きました。避難者の数、運
営組織を立ち上げた理由、困っていることなどをお聞きして回
りましたが、実際の支援はほとんどできません。記録の意義を
認め、ご協力いただいた方々には本当に感謝しています。
　3日ほどで現地を離れましたが、その後も通ってお話を聞
き続けました。その内容をまとめたのが、『あのとき避難所は 
─阪神・淡路大震災のリーダーたち』という本です。こうして
災害発生時の心理や、避難所や仮設住宅の方々の研究を、中心
的なテーマとするようになりました。

 自らが体験した東日本大震災
　都市部に被害が集中した阪神淡路大震災に対して、2004年
に発生した新潟県中越地震で被害が大きかったのは農山間部で
す。この時も避難所や仮設住宅でリーダーの方々にお話をお聞
きして、地域コミュニティの意義を強く感じました。
　2008年に岩手・宮城内陸地震が発生した時は、避難所に大
勢の報道関係者が押し寄せました。私も栗原市の耕英地区に開
設された避難所を訪ねましたが、インタビューをしたのは自治
体の担当者だけです。本格的な調査を始めたのは被災者が仮設
住宅に移られてからで、岩ケ崎の行政区長さんには特に詳しく
お話を聞くことができました。ここでも印象深かったのは地域
の結びつきの強さです。それが元の地域への「帰住率」に、大

きく影響することが確かめられました。
　2011年 3月 11日、東日本大震災の発生当時は研究室にい
ました。学生生活部長でしたから、中庭に避難した学生らの安
否を確認し、まずは帰宅できる学生を帰しました。幸い建物に
大きな損傷はありません。私たち教職員と、自宅が遠方のため
大学に残った学生たちは多目的ホールに移動しました。今度は
自分たちが避難所を運営することになったわけです。
　非常用電源が稼働し、照明や携帯電話の充電は問題ありませ
んでした。しかし電話自体がつながりません。私の自宅は名取
市の隣の岩沼市にありますが、見に行くことができたのは翌日
です。国道 4号線の信号は停電していましたが、お互いに譲
り合って車が流れていた光景には感動しました。
　困ったのは大学内に食糧の備蓄がなかったことです。隣接す
る附属幼稚園から譲り受けたり、大学の生協店舗にご協力いた
だいたりしてしのぎました。もちろん今は非常時のための食糧
を確保しています。また、夜は合宿用の寝具などを活用しまし
たが、十分な数ではありません。私もコートにくるまって横に
なりましたが、ほとんど眠ることはできませんでした。
　地震発生から 3日目、残った学生を車で送り届けて私も帰
宅することができました。その後は当日学内にいなかった学生
の安否確認です。やっと電話がつながって無事が確認できると、
そのたびに大きな喜びを感じました。

 日常生活の中で心の復興を図る
　4日目以降は研究者としても動き始めました。訪ね歩いた先
は、北は岩手県の普代村から南は福島県のいわき市まで、被災
地沿岸のほぼ全域です。避難所や仮設住宅の運営に関わる方々
はたいへん協力的でしたが、今回も、調査はできても支援はで
きません。それまでも経験してきた葛藤を、地元で発生した東
日本大震災では、いっそう切実に味わうことになりました。
　また当初は、名取市閖

ゆり
上
あげ
の情報は入ってきませんでした。 

1 週間ほど後に津波被害の大きさを知り、大きな衝撃を受けま
す。市内の避難所や仮設住宅にはなかなか足が向きませんでし
たが、思い切って訪ねてみると、素晴らしい方々との出会いが
ありました。
　大学にはボランティアセンターが開設され、学生たちが被
災者を訪ねて話し相手になるなどして喜ばれています。また
2013年の春、名取市から被災者の記録についてご依頼をいた
だき、約 80名の方にインタビューをして『名取市民震災の記

課題

尚絅学院大学　総合人間科学部・大学院総合人間科学研究科  教授
専門＝社会心理学

水田　惠三 先生
《プロフィール》（みずた・けいぞう）1958 年 広島県生まれ。岩手大学人文社会科学部
卒業。東北大学大学院文学研究科博士課程前期修了。修士（文学）。山形少年鑑別所法務
教官兼技官、尚絅女学院短期大学講師などを経て、2003 年より現職。著書に『あのと
き避難所は─阪神・淡路大震災のリーダーたち』（共著・ブレーン出版）など。



これからの主な

「学び」イベント このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略 ※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

1
JAN

2
FEB 2月  1日（日）れきはく講座「インカ・プレインカ　

―杉山コレクションのペルー資料―」
講　師　菊地　逸夫（東北歴史博物館学芸職員）

東北歴史博物館　3 階講堂

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

2月  7日（土）まちなか美術講座
「美術評論家　針生一郎が見た戦後美術」
講　師　三上　満良（宮城県美術館学芸員）

東北工業大学一番町ロビー　4 階ホール 60 名

13:00

▲

14:30

Tel 022-221-2111宮城県美術館×東北工業大学一番町ロビー
http://www.pref.miyagi.jp/site/mmoa/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月  7日（土）復興大学公開講座「震災メメントモリ―なぜ心を
癒すカウンセリングに被災者は向かわないのか―」
講　師　金菱　清（東北学院大学教養学部教授）

TKP ガーデンシティ仙台　ホール D 100 名

13:00

▲

15:00

Tel 022-795-4933復興大学　復興人材育成教育コース
http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月  7日（土）復興大学公開講座「震災と方言―被災地
にとって方言とは何か―」
講　師　小林　隆（東北大学大学院文学研究科教授）

TKP ガーデンシティ仙台　ホール D 100 名

15:30

▲

17:30

Tel 022-795-4933復興大学　復興人材育成教育コース
http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月  8日(日)地域の文化財に関わる講座　第 2 回「満勝
寺の歴史と文化財―達磨画賛を中心に―」
講　師　桐原　昌道（満勝寺住職）

東北歴史博物館　1 階研修室・テーマ展示室 3

13:30

▲

15:30

Tel 022-368-0106宮城県地域文化遺産復興プロジェクト実行委員会・文化庁
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

場　所

主催者

URL

2月14日（土）復興大学公開講座「災害時に命を守ること、 そし
てそのための備え―理想なくして最善なし―」
講　師　石井　美恵子（東京医療保健大学東が丘・立川看護学部准教授）

TKP ガーデンシティ仙台　ホール D 100 名

13:00

▲

15:00

Tel 022-795-4933復興大学　復興人材育成教育コース
http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

問合先

定　員

2月14日（土）復興大学公開講座「東日本大震災による海洋生態系の
変化と漁業関連産業復興―豊かな海へ、科学の力で―」
講　師　木島　明博（東北大学大学院農学研究科教授）

TKP ガーデンシティ仙台　ホール D 100 名

15:30

▲

17:30

Tel 022-795-4933復興大学　復興人材育成教育コース
http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月15日（日）れきはく講座「色の保存科学」

講　師　芳賀　文絵（東北歴史博物館学芸職員）
東北歴史博物館　3 階講堂

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

2月21日（土）復興大学公開講座「不測の衝撃―解放し
たい見えない心の重荷―」
講　師　小谷　英文（国際基督教大学名誉教授）

TKP ガーデンシティ仙台　ホール D 100 名

13:00

▲

15:00

Tel 022-795-4933復興大学　復興人材育成教育コース
http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月15日(日)第 3 回縄文講座「狩りの文化からみた縄
文人―民族考古学の視点から―」
講　師　田口　洋美（東北芸術工科大学教授）

仙台市縄文の森広場 100 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-307-5665仙台市縄文の森広場
http://www.city.sendai.jp/kyouiku/jyoumon/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

2月21日（土）復興大学公開講座
「被災地の復興の現況と問題点」
講　師　亀山　紘（石巻市市長）

TKP ガーデンシティ仙台　ホール D 100 名

15:30

▲

17:30

Tel 022-795-4933復興大学　復興人材育成教育コース
場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月27日（金）東北大学サイエンスカフェ　第 113 回：解決困難な社会的
問題を考える〜シリアスゲーミングへの 参加を通して〜
講　師　木谷　忍（東北大学大学院農学研究科准教授）

東北大学片平キャンパス片平北門会館 2F エスパス

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5132東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

2月28日（土）復興大学公開講座「幸福の経済学―人は「快楽の
踏み車」と「他人との競争」を止められるか？―」
講　師　佐々木　公明（尚絅学院理事長・学院長）

TKP ガーデンシティ仙台　ホール D 100 名

13:00

▲

15:00

Tel 022-795-4933復興大学　復興人材育成教育コース
http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月28日（土）講座「宮城のモチ食文化〜その多様性か
ら考える〜」
講　師　小谷　竜介（東北歴史博物館）

仙台市歴史民俗資料館学習室 20 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-295-3956仙台市歴史民俗資料館
申込方法の詳細は資料館に問合せ

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

2月28日（土）復興大学公開講座「復興の法的諸問題
―被災者のすまいを中心に―」
講　師　岡田　康夫（東北学院大学法学部准教授）

TKP ガーデンシティ仙台　ホール D 100 名

15:30

▲

17:30

Tel 022-795-4933復興大学　復興人材育成教育コース
http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

3
MAR

2
FEB

3月  1日（日）第 28 回「耳の日」のイベント

講　師　松浦　一登（東北大学医学系研究科頭頸部腫瘍学）他
仙台市急患センター・仙台市医師会館 2 階ホール

10:00

▲

12:00

Tel 022-717-7304日本耳鼻咽喉科学会宮城県地方部会・宮城県耳鼻咽喉科医会
http://www.miyajibi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

3月  5日（木）かたりつぎ　〜朗読と音楽の夕べ〜東日本
大震災の「語りつぐ記憶」（朗読・竹下景子）
講　師　富田　博秋（東北大学災害科学国際研究所教授）

多賀城市文化センター　大ホール

18:00

▲

Tel 022-752-2099東北大学災害科学国際研究所・宮城学院女子大学・多賀城市 他
http://shinrokuden.irides.tohoku.ac.jp/shinrokuden/katari-tsunagu

場　所

主催者

URL

問合先

3月  6日（金）東北大学リベラルアーツサロン　
第 33 回：憲法改正問題を考える
講　師　佐々木　弘通（東北大学大学院法学研究科教授 )

東北大学片平キャンパス片平北門会館 2F エスパス

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5132東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

3月  8日（日）れきはく講座「狼と熊の獲り方　
―江戸時代の記録から―」
講　師　村上　一馬（東北歴史博物館学芸職員）

東北歴史博物館　3 階講堂

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

「学び」イベントに行ってきました
参加体験記

　冒頭、講師の佐藤弘夫先生は「日本思想史」特に「鎌倉仏教」が
専門で、これまでにも様々な宗教・宗派の催しで講演をされた経験
をお持ちとのご紹介。
　「お墓」のあり方には、時代によって変遷があるようで、鎌倉時代
あたりの中世では、誰のお墓か表記がないのに対し、近世の江戸期
では法名・戒名など表記されているのが一般的になったとのこと。
その違いのもとには、死や死者に対する思想の違いがあると考えら
れますが、そのあたりは実はまだあまり研究がされていない問題な
のだとか。というわけで、「仮説ですが」とことわった上で、先生の
お考えを披露してくださいました。
　それによると、中世は「浄土信仰」が強い時代なので、「現世は仮
の世界、浄土（理想世界）へ旅立つのが幸福」と考えられていた。
なので「死者はお墓に留まっているわけではない」という感覚だっ
たのだろう。やがて、室町・戦国時代と進むにつれ、徐々に「目に
見える世界」を信じるように進み、死者は遠い理想世界に行くわけ
ではない→死者の居場所が明確に必要→誰が入っているかわかるお
墓へ、と根本にある考えと伴にお墓のあり方が変化したのでは、と
のこと。なるほどたしかに、と思えますね。
　すでにわかっていることをお聴きするだけでなく、まだはっきり
とはしていないけど、という仮説段階のお話を聴くことができたの
は、むしろ「研究」に触れられた感がありました。
　さて現代は、必要以上に宗教性を遠ざけてしまったために、目に見
えないものを読み解く力、見分ける力が衰えている、と先生は指摘さ
れています。お墓参りやお葬式も単なる形式ではなく、「亡くなった方
とつながっている感覚」を持つためにこそ重要、そういうことが現在
迎えている超高齢社会において、心の劣化を防ぎ、お互いに心豊かに
生きていけることにつながるのでは、と結ばれていました。よりよき
現世を生きるために心がけたいものです。 （仙台市若林区　古墳大臣）

　この日も「壺の碑
いしぶみ

」は晩秋の青空のもと、静かに立ち続けていま
した。芭蕉『おくのほそ道』中の「壺の碑」の名文を永年心に温め
つつ、数年に一度はこの碑の前に立ってきました。
　3 週間前、多賀城廃寺跡を散策中に、その入り口でこの講演会のポ
スターを見かけ聴講しました。
　この日は冒頭、「多賀城碑」と「壺の碑」について公募された一般
からの作文発表が 5 名の方からありました。碑にまつわるいろいろ
な説は何となく知っていたのですが、今回の講演でその具体的な細
部に亘って学ぶことが出来ました。
　碑についての歴史的経緯を大雑把にまとめると、

（1）早ければ 10 世紀以前に倒れていたと考えられること（2）
1658 年までに土中から掘り出されたこと（3）1694 年、松尾芭蕉
がこの碑と対面（4）水戸光圀の進言により、時の藩主伊達綱村が
1695 年頃覆屋を建設（5）偽作説の提起（1760 年長久保赤水など）

（6） その後明治～昭和前半にかけて審議論争が活発化（7）昭和 44
年、多賀城跡調査研究所の綿密な多賀城跡調査と検証より、碑は奈
良時代のもので間違いないと結論、といった感じになります。それ
でも一部にはまだ碑が古代だと言い切れないとする意見も残ってい
るようです。

　時は移り、覆屋の腐朽による全面解体修理のため平成 9 年度、碑
周辺の詳しい発掘調査が行なわれました。「碑を倒さないことが絶対
条件」だったそうです。その結果、平成 10 年 6 月 30 日に国の重要
文化財（古文書）に指定され、真偽論争に一応の決着がついたので
すが、碑中最も大きな文字「西」の意味や里程の表記など、未解決
な問題もまだ残っている、ということです。
　宮城という郷土の一角に、古人の心を知る貴重な「古文書」が存
在し、いつなりともその前に立てるのは何と素晴らしいことでしょ
う。もっと多くの人たちに知られてしかるべき遺産だと私は思いま
す。そういう感懐も込めて、最後はやはり『おくのほそ道』から 
芭蕉の名高い文章で終わりたいと思います。
 
　時移り世
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（宮城郡利府町　壬生野シーボルト）

■曹洞宗・第 44 回教化フォーラム「死者のゆくえ」
講師　東北大学大学院文学研究科教授　佐藤　弘夫　氏

2014 年 11 月 10 日（月）　13:30 ～ 15:30　メルパルク仙台

〈多賀城碑のなぞを探る！〉
　■「考古学からみた多賀城碑」

講師　元宮城県多賀城跡調査研究所　所長　白鳥　良一　氏
2014 年 11 月 23 日（日）　14：40 ～ 15：50　東北歴史博物館　3 階講堂

「まなびのめ」第26号懸賞クイズの
正解は下記のとおりです。

図書カ
ード

1,00
0円分

図書カ
ード

1,00
0円分

図書カ
ード

1,00
0円分

今号も「まなびのめ」クイズを実施しております。正解者の中から抽選で3名様に図書カードが当たります
ので、奮ってご応募ください！！ ※詳細は研究者インタビューページをご覧ください。

Q.1　仙台市立立町小学校の卒業生で、有名な作詞家といえば誰？
答え　土井晩翠

Q.2　臨床美術の理念は「競争主義の芸術」ではなくどんな芸術？
答え　共に生きる芸術

第26号

クイズの正解発表！！

Web版はより多くの情報を
随時更新しています。

http://www.manabinome.com/
まなびのめ│ 検索

「学び」イベントに
参加したら感想を書こう！

参加体験記

粗
品

進
呈

「学び」イベントに
参加したら感想を書こう！

※参加体験記とは…読者の皆様が参加された「学び」イベントのご意見ご感想、
講義内容のレポートのことです。

「学び」イベントに足を運ばれた読者の皆様から寄せられた参加体験記を、
〈「学び」イベントに行ってきました〉のコーナーでご紹介しています。
「学び」イベントを振り返って自分の言葉で参加体験記を書きおこし、「学
び」を深めてみてはいかがでしょうか。
「まなびのめ」を介して読者の皆様の声が研究者に伝わり、学術の世界の発
展にもつながります。ぜひご投稿ください！

掲載採用させていただいた方のうち毎号1名様に1000円分の図書カードを進呈！
ご投稿いただいた全員にもれなく粗品をプレゼント！
※採用の可否、図書カード抽選は編集部に一任いただきます。

■投稿内容
・イベントタイトル
・開催日時
・会場
・登場者（講師・演者等）
・参加体験記（420字以内）
・氏名（ペンネーム可）
・連絡先

【投稿者プレゼント】

■投稿方法
はがき、FAX、E-mail、Web版投稿フォーム
のいずれかよりご投稿ください。

■投稿先
「まなびのめ」編集部
※詳細は最終ページをご覧ください。

「まなびのめ」配色法：襲色目（かさねのいろめ）
第27号・冬／「枯色」（kare-iro）

1月30日（金）東北大学サイエンスカフェ　第 112 回：人類存亡の危機を数
学が救えるか？　〜数学を通して見る粘菌や蜂の賢い生き方〜
講　師　西浦　廉政（東北大学原子分子材料科学高等研究機構教授）

せんだいメディアテーク　1 階オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5132東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

さまざまな議論を呼んできた
多賀城碑




